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0% 20% 40% 60% 80% 100%

梅雨時（全体）(n=2060)

春や秋（全体）(n=2060)

夏（全体）(n=2060)

冬（全体）(n=2060)

梅雨時（単身）(n=369)

梅雨時（夫婦）(n=463)

梅雨時（夫婦と子供）(n=831)

梅雨時（3世代）(n=155)

週6～7日 週4～5日 週2～3日 週1日 2週間に1日以下
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79

71

57

54

50

29

22

20

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

洗濯物が乾きにくい

ジメジメする

蒸し暑い

食べ物が傷みやすい

布団が干せない

カビが発生する

髪の毛がまとまらない

窓が開けられない

結露が発生する

特に困ることはない

梅雨時の洗濯・乾燥の実態梅雨時の洗濯・乾燥の実態11

●梅雨時は約８割の人が「ジメジメして洗濯物が乾きにくい」ことに困っている

●梅雨時は、夏と比べて洗濯の回数は少ないものの、週４～５日以上が約６割を占

める

→特に、「夫婦と子供」や「３世代」の家族は週４～５日以上の方が約８割を占める

Ｑ1．梅雨時に困ることはなんですか(MA)Ｑ1．梅雨時に困ることはなんですか(MA)

Ｑ2．梅雨時期でのご家庭での洗濯の回数をお教えください(SA)Ｑ2．梅雨時期でのご家庭での洗濯の回数をお教えください(SA)

n=2060

約８割の方が「洗濯物が

乾きにくい」、「ジメジメす

る」ことに困っている。

梅雨時は、夏と比

べて回数は少ない

ものの、週４～５

日以上が約６割を

占める。

「夫婦と子供」、

「３世代」家族は

洗濯回数が多い。

季
節
ご
と
の

洗
濯
回
数

梅
雨
時
の
世
帯
別

洗
濯
回
数

（別紙１）

※ 本資料のグラフの割合は、四捨五入しているため、合計値が100%にならないことがあります

※ 上記の家族構成以外は除いています



8

22

8

3

5

0% 10% 20%

全体(n=2059)

単身(n=368)

夫婦(n=463)

夫婦と子供(n=831)

3世代(n=155)

10
9

6

6

5

12
16

17

17

18

24
26
28

37

37

0% 10% 20% 30% 40%

日中は外出しているから

花粉やホコリなどがつかないように

屋外の干す場所が狭い、または、ないから

夜間に洗濯するから

排気ガス等で汚れないように

洗濯物を人に見せたくないから

風で洗濯物が飛ばないように

機器を使って干すと楽だから

下着類は外に干したくないから

室内の加湿になるから

日当たりが悪いから

外に干すと防犯上よくないと思うから

外よりは早く乾くから

外に干すと見た目が悪いから

外干しが禁止のため

●梅雨時は、９割以上の方が室内干しをすることがある

●梅雨時に、乾燥に機器を使用する方は７割、使用しない方は３割

Ｑ3．梅雨時において、洗濯物を干す場所
はどこですか(SA)

Ｑ3．梅雨時において、洗濯物を干す場所
はどこですか(SA)

Ｑ4．梅雨時に室内干しをする場合、乾燥のた
めの機器を使用することがありますか(SA)

Ｑ4．梅雨時に室内干しをする場合、乾燥のた
めの機器を使用することがありますか(SA)

n=2059

約９５％が室内で干す

ことがある。

Ｑ５．一年を通じて室内でのみ干す人の割合Ｑ５．一年を通じて室内でのみ干す人の割合

乾燥に機器を使用することがある方は７割

使用しない方は３割。

Ｑ６．なぜ、一年を通じて洗濯物を室内で干す
のですか(MA)

Ｑ６．なぜ、一年を通じて洗濯物を室内で干す
のですか(MA)

〈参考〉 一年を通じて室内干しをする割合と実態

n=174

単身世帯の２割以上は一年中室内干し。

室内干しをする理由は、「日中外出している」「夜間

に洗濯する」などのライフスタイルや「花粉やホコリが

付かないように」などの健康的要因、「屋外に干す場

所が狭い」などの物理的要因が上位を占める。

34

8

61

19

4

72

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

梅雨時

(参考）晴れた日

室内でのみ干す 室内で干すことがある

屋外でのみ干す 分からない

n=1956

15%

54%

30%

毎回使用する

使用することがある

使用することはない

n=1956

非使用者

機器使用者

※ 上記の家族構成以外は除いています



55

51

55

49

52

65

60

63

41

41

13

24

14

27

15

26

20

18

18

28

30

16

28

16

4

4

18

2

7

2

1

3

0% 20% 40% 60% 80%

エアコン（単独使用）(n=803)

除湿機（単独使用）(n=485)

扇風機（単独使用）(n=433)

浴室暖房乾燥機(n=432)

洗濯乾燥機(n=426)

エアコンと扇風機を併用(n=352)

衣類乾燥機(n=240)

除湿機と扇風機を併用(n=203)

早く乾くから

部屋がジメジメしないから

楽だから（あまり手がかからないから）

1回当たりの乾燥コストが安いから

3

7

2

6

6

5

1

56

28

29

25

25

25

13

14

1

0% 20% 40% 60%

エアコン（単独使用）

除湿機（単独使用）

扇風機（単独使用）

浴室暖房乾燥機

洗濯乾燥機

エアコンと扇風機を併用

衣類乾燥機

除湿機と扇風機を併用

毎回使用する 使用することがある

乾燥に機器を乾燥に機器を使用する方使用する方の実態と意識の実態と意識

●洗濯物の乾燥に機器を使用している方は、乾燥専用の家電よりも「エアコン」単

独の使用率が最も高い

Ｑ８．梅雨時の洗濯物の乾燥において、以下の機器を使用する理由を教えてください(MA)Ｑ８．梅雨時の洗濯物の乾燥において、以下の機器を使用する理由を教えてください(MA)

Ｑ７．梅雨時の洗濯物の乾燥において、以下の機器を使用しますか(MA)Ｑ７．梅雨時の洗濯物の乾燥において、以下の機器を使用しますか(MA)

n=1362

室内干しに使用する機器は、

「エアコン」の単独使用が最

も多く、また、扇風機の併

用もみられる。

どの機器を使用する方も、「早く乾くから」

を最大の理由にあげている。また、エアコ

ンと除湿機については単独使用よりも扇

風機と併用している方にその率が高い。

一方、干す手間のない乾燥専用の家電

は、「楽だから」を理由にあげる方が多い。

いずれの機器を使用している方においても、機器使用の理由として「コストの安さ」

をあげる割合は少ない。
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41

20

55

59

57

22

31

19

12

12

16

21

28

7
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6

7

13

4

3

8

4

2

31
6

8

5

4

5

5

8

9

6

2

0% 20% 40% 60% 80%

エアコン

除湿機

扇風機

浴室暖房乾燥機

洗濯乾燥機

衣類乾燥機

コストが高い

時間がかかる

乾かない

ふんわり仕上がらない

手間がかからない

室内がジメジメする

10

24

7723

76

90

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エアコン

扇風機

除湿機

持っている 持っていない

n=444

2

4

7

7

9

10

22

28

75

0% 20% 40% 60% 80%

乾燥させるための機器を持っていないから

お金がかかるから

時間がたてば自然に乾くから

エネルギーを使用し、環境に良くないから

面倒だから

生地が痛むから

時間がかかるから

しわになるから

室内がジメジメするから

●機器を使わずに室内干しをする方は「機器がない」ことを理由にあげているが、乾
燥にも使用できる「エアコン」「扇風機」の所有率は高い

Ｑ11．下記の機器で洗濯物を乾燥させる場合のイメージをお教えください(MA)Ｑ11．下記の機器で洗濯物を乾燥させる場合のイメージをお教えください(MA)

n=594

Ｑ9．なぜ梅雨時に機器を使って乾燥させない
のですか(MA)

Ｑ9．なぜ梅雨時に機器を使って乾燥させない
のですか(MA)

n=594

「乾燥させるための機器を持っていないから」と回答した方に伺います

Ｑ10．下記の機器をお持ちですか(SA)

「乾燥させるための機器を持っていないから」と回答した方に伺います

Ｑ10．下記の機器をお持ちですか(SA)

乾燥させるための機器を持って

いないと回答した方も、エアコン

や扇風機の所有率は高い。

エアコン、洗濯乾燥機、衣類乾

燥機の順に「コストが高い」をあ

げる方が多い。

乾燥に機器を乾燥に機器を使用しない方使用しない方の実態と意識の実態と意識

エアコン、洗濯乾燥機、衣類乾燥機の順に 「コストが高い」というイメージが強く、

機器を使用しない理由になっている。次いで、空調関連機器は、「時間がかかる」

「乾かない」が続く。
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29
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45

35
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20
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

リビング

空いている部屋

浴室

寝室

洗面所や脱衣所など

廊下

乾燥に機器を使用する(n=1362) 乾燥に機器を使用しない(n=594)
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11

59

63

80

22

18

22

28

11

19

54

16

9

6

3

14

2

1

1

1

3

0

0

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2060)

単身(n=369)

夫婦(n=463)

夫婦と子供(n=831)

3世代(n=155)

0～4時間 5～8時間 9～12時間 13～16時間 17～24時間

●室内干しは、機器を使用する、しないに関わらず「リビング」が多く、平日の在宅時

間は長いため、不満の原因となりやすい

Ｑ１３．平日において、１日の中で、ご自宅に誰もいなくなる時間は何時間ですかＱ１３．平日において、１日の中で、ご自宅に誰もいなくなる時間は何時間ですか

平均不在時間

4.9 時間

9.9 時間

4.5 時間

3.8 時間

2.7 時間

室内干しをする場所は、家族の

集まる「リビング」が約半数。

単身世帯を除き、

在宅者がいない

時間は、４．５時

間以下と短い。

79
74

52

50
41

34
4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乾くのに時間がかかる

すっきり乾かない

じゃま

洗濯物から臭いが発生する

室内がしける

見た目が悪い

特に不満はない

Ｑ１４．機器を使用せずに洗濯物を干すときの不満はなんですか (MA)Ｑ１４．機器を使用せずに洗濯物を干すときの不満はなんですか (MA)

機器を使わない室内干しは

「乾くのに時間がかかる」、

「すっきり乾かない」などの

乾燥時間とともに、「じゃ

ま」「見た目が悪い」などの

居住空間での不快感もあ

げられている。
n=1655

洗濯物をリビングに干す方が多いため、乾燥時間の短縮や場所の工夫が必要。

室内干しをする場所と不満室内干しをする場所と不満

Ｑ１２．梅雨時に室内で洗濯物を干すのは、どの部屋ですか(MA)Ｑ１２．梅雨時に室内で洗濯物を干すのは、どの部屋ですか(MA)

※ 上記の家族構成以外は除いています


